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	5. 　　地球誕生から約46億年　鉄の歴史と役割にびっくり
	「地球に鉄がなかったら　現在の地球環境も　人間を含めた生命体も存在しえず　人の歴史も生まれなかった」
	「岩波の科学ライブラリー「鉄学　137億年の宇宙誌」を読んで　　2010.3.15.　by Mutsu Nakanishi
	　
	 　
	地球の誕生は約４５億年前誕生した大気・水・大地がある惑星
	また、鉄を多く含む　鉄の惑星でもあった　　
	この鉄の存在が　地球環境　そして　生命体の維持をもたらし、人間を誕生させた
	太陽系のほかの星に比べて　地球の大気は二酸化炭素が非常に少なく　酸素が多いのはなぜか　これも鉄による
	「あんたの話は　何でも　鉄やなぁ・・・」とよく言われる。
	「鉄をキーワードに　有史以来現代に至るまで歴史を眺めたり、　　
	また、人に話しかければ、先が見えてくるように思う。
	そして、すばらしい日本の風景も・・・・・・ 」というのが、
	ふらっと出かける私の「風来坊」Country Walkの唯一の視点。
	そんな折、友人から　「岩波の科学ライブラリー「鉄学　137億年の宇宙誌」。小さな解説本ながら実に面白い。お勧め。」とメールをもらった。
	宇宙物理の本は難解であまり理解できず、好きではないのですが、
	「　鉄学　137億年の宇宙誌　」の名前に惹かれて　一気に。
	東大総合研究博物館で昨年開催された「鉄学　137億年の宇宙誌」展の企画内容をまとめた本のようですが、知らなかった「鉄の力」にびっくり。　鉄は五金の王　鉄の不思議を改めて知りました。お勧めです。
	本を開くとその冒頭に　次の言葉が書かれている。
	私たちは鉄がなければ生きてゆけません．この単純なしかし重要な結論を私たちは生物学のみならず，地球科学，環境科学，考古学，物理学，化学，天文学など
	幅広い研究分野から「鉄」を概観することで導き出しました．
	この結論をふまえた上で，鉄を通じた新しい宇宙誌や地球誌，生命誌，人類誌を提示しようとする試みである
	「ちょっと　大げさすぎるのでは・・・・」と思いながら、読み始めたのですが、読み進めるうちに「地命体も存在しえず　人の歴史も生まれなかった」と。 
	ちょっとそのさわりです。
	● 地球の生命体がその維持を計る「酸素／炭酸ガス」の授受が容易にできるのは　鉄原子がその環境に応じて、
	水に溶ける形に変り、その授受にかかわれる（水に溶ける２価の鉄と溶けない３価の鉄）
	　　  　この仕掛けが血液内の鉄 ヘモグロビン・植物の光合成にもある
	　　●　地球生命体が地表面で快適に生活できるのは，鉄が大量に地球に存在しているから。

